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　Recently，　intcrest　iiユ healthrood曲 as　been　growing　but　as　their　use 　has　increased　many 　problems 　have　arisen ，　one 　of 　thcm

pc〕tentia且interactions　between 　health　foods　 and 　pharmaceuticals．　and 　there　havc　been　reports 　 of 　health　foods　contahling

ph   aceutica 【substarices 　from　time 　to　time．

　In　Apri12005 ，　a　72 −year−01d 　man 　wiLh 　diabetes　mellitus 　was 　hospitali7ed　at　Fukuoka　University　Chikushi　Hospital　for
hypoglycemia ，　The　patient　had　been　taking　glimepiride，　an 　antidiabetic 　sulfonylurea 、　as　well 　as　a　Chinese　health　foc〕d　prod−
uct （

“
Qiao　Qi　Jiao　Nang

”
）before　being　hospitalized．　No 　healIh　ha 乙 ards 　had 　ever 　been　reported 　fbr　this　health　food．　How −

ever ，　during　our 　investigation　of 　the　causc 　of 　hypQglycemia　in　tho　patient，　we 　detected　an 　unknown 　compound 　ln　a　metha −
nol 　extract 　of 　Ihe　hea【thfood　and 　it　was 　identified　as　glibenclamide，　an 〔，ther　sulfonylurea 　drug，　ln　thin　laycr　chromatogra −

phy ，　high　performance　liquid　chr ⊂〕maIography （HPLC ），
1H −nuclcar 　maglletic 　resonance （

［H −NMR ）and 　
13C −NMR ．　As　 mcas −

ured 　by　HPLC ，　the　g［ibenclainide　content 　of　each 　capsule 　of　the　healthfood　was 　about 　2．6　mg ．　Since　tlle　patient　had　taken 　6
capsules 　per　day，　the　glibenclamide　intakc　was 　assumed 　to　be　about 　l5．6　mg 〆day，　which 　exceeds 　the　maxilnal 　dc〕se 〔，f

glibenc］annide 　in　Japan．　We 　thercfore　speculate しl　that　thc　hypoglycemia　in　the　patiellt　was 　due　Io　Lhe　c〔〕lnbination 　of 　glime−

P丗 de　and 　the　high　dose　of　glibenclamide　Ln　the　capsules ．

　As　many 　patients　assume 　that　health　foods　are 　not 　han皿 ful　in　any 　way ，　it　is　 nccessary 　for　pharmacists　to　clearly 　inform
血em 　of 　risks 　of　taiking　health　Ibods　togethcr　wid ユ drugs　as　well 　as　the　benefits．

Key　 wordsglibenclamide ，　glimepiride　chinese 　healthffood，　hypoglycemia

緒 言

　近年，健康 に対す る 意識が 高ま っ て い る．ま た，若年

者向け に は ダ イエ ッ ト効果，巾高年者向 け に は 生活習慣

病へ の 効果 を 暗示 した 商品が 出回 っ て お り，こ れ らの い

わ ゆ る 健康食品〔以 卜
．
， 健康食品と略す 〉が 積極的 に摂取

さ れる よ うに な っ て い る，あ る医療機関で は年齢や 性別

に 関係 な く，約 半 数 の 入 院 患 者 に健 康 食 品の 使 用経験が

あ り， しか も入 院中も使用 を継続 して い る 患者 は 約30％

に 上 る と報告され て い る
1）．しか し，健康食 品 が 医薬品

との 相互 作用 に よ り，治療 に 影響 を与える 可 能性 が あ る

こ と を認識 して い る 患者 は 少なく，また 医療従事者 か ら

は健康食品 に 関す る 問診 が ほ とん ど ない 状況で ある．

＊

　福 岡県 筑紫野 市俗明 院 1− 1− 1　1− 1−1 ，Zokurnyoin ，　Chikushino−shi，　Fukuoka−shi．818−8502　Japan

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

408 医 療薬学 Vo1．32，No ．5 （2006）

　セ ン ト・ジ ョ
ー

ン ズ ・
ワ
ートとジ ゴ キ シ ソ

：

等の よう

に 認識 さ れ て い る 例 もあ るが ，ほ とん どの 健康食品 にお

い て 医薬品 との 相互 作用 に 関す る 情報 は 乏 し く，予 見が

難 しい ．ま た 最近 で は，医薬品成 分や未承認 薬物 が 配 合

され た健康食品 を摂取 した こ とに よ る健康被害 が 多発 し

て い る 35 〕．

　今回，筆者 ら は 中国産健康食品 「丕首牌莽蔦腋嚢（Qiao

Qi　Jiao　Nang ）」を摂取 した糖尿病患者 の 低血．糖発作 を経

験 した．症 例 は 経 口糖 尿 病薬等 を服用 し て い た が，1由糖

（BS）値は 高 め で あ っ た．そ して
， 「条 首牌莽蕉腋嚢」 の

摂取後 に低血糖が生 じた こ とか ら，本健康食品 に は処方

薬 の 血 糖降 ド作用 を増強す る 物質 が含 ま れ て い る と推察

さ れた．「卆 首牌莽茂腋嚢」 に よ る 健康被害 に つ い て は

報告 が ない た め，本症例 で 生 じた低血糖発作の 原 因を究

明す る こ と と した．

症例

72歳，　男
’
［生，　無耳哉．

既 往歴　 2 型糖尿病，高血圧，頸肩腕症候群お よび 逆流

性食道炎で 近医に通 院 中で あ っ た ．入 院時 に お け る か か

りつ け医 か らの 処方を表 1 に示す．ス ル ポ ニ ル 尿素系血

糖降下 剤（SU 剤）の グ リ メ ピ リ ド（2mg ，分 2 ），イ ン ス

リ ン 抵抗性改善作用 を有す る カ ン デ サ ル タ ン シ レ キ セ チ

ル （4mg ，分 1 ）お よ び SU 剤 の 作用 を 増強す る ロ キ ソ

プ ロ フ ェ ン Na （120mg ，分 2）が 処方 さ れ て い た が ，食

後 の BS 値 は 140−220mg ／dL お よび ヘ モ グ ロ ビ ン Alc 値

は6．1− 6．9％ で あ っ た，2005年 4 月，妻 の 知 り合い か ら

「呈 首牌莽莨肢嚢」 を勧 め られ て 摂取 を始 め た．本健康

食品は カ プ セ ル に 充 填 され て お り，患 者 は 知 人 の 勧 め に

よ り，初 日に 11口i4capを 1 日 3 回 食 し た と こ ろ，気分

不良 とな っ た．こ の た め 知人 の 助言で 2 日 目か ら 1 回 3

cap ，1 日 2 回 （朝 ・夕 ）に 減量 し た ．以 後 は 食欲不振 で

あ りな が ら，処 方薬 と本健康食品の 摂取 を続けた．

　摂取開始後 8 日 目の 夕方，入浴中に 転倒 し，自力 で 寝

室 に戻 っ た ，そ の 後，夕食 を摂 り，処方薬 と本健康食品

を摂取 し た，19時頃 ， 帰宅 した 家族が 患 者の 閉眼 お よ び

意識低 ドの 状態 を発見 し，救急車で 福岡大学筑紫病院 に

搬 送 し た．搬 入 時 の BS 値 が 15mg 「！dL で あ っ た た

め，20％ ブ ドウ糖液20mL を静脈内投与 し た と こ ろ，意

識 は 回復 し，経過観察の た め入院 とな っ た．

　人 院時現症　体温37，9℃．呼吸数22回 〆分，血圧 130／

60mmHg ．呼名反応 は わ ずか に あ り．瞳孔 は 2mm （両 ）．

右 ド方視 お よ び 対光反射 は ほ と ん ど な し．四 肢 は拘縮

様．

入院時検査所見　頭部 CT 上 ，脳 出 血 の 所見な し．主 な

入 院時検査値 を表 2 に示す，

入 院時経過　低張電解質輸液500mL に 50％ ブ ドウ 糖液

40mL を加 えて 点滴 を開始 し，　 BS 値 を モ ニ タ
ーしな が

ら，必要 に応 じて20％ また は50％ ブ ドウ糖液20〜40mL

を追加投与 した．人院 2 日目の 早朝 ま で は不穏 状 態で

あ っ た の で
，

ハ ロ ペ リ ドール 5mg お よび ジ ア ゼ パ ム 5

mg の 筋肉内投 与を行 っ た．不穏 の 消失後，日常生 活動

作 は 自立 した 状態 で あ っ た．入 院 2 日 目の 夕食時から前

医処方薬 を再開 して ，そ の 翌 目 に退 院 した．入 院中の BS

値 の 推移 を図 1に示す，

方 法

1，原料 お よび試薬

　「呈 首牌莽莨肢嚢」（呈 首 Sheng　 Shou 製）は佃 人 輸 入 に

よ り購入 した ．試薬 と して 入手可能 な 血 糖降下 性 物 質（ト

ル ブ タ ミ ド，ア セ トヘ キ サ ミ ド，ク ロ ル プ ロ パ ミ ド，グ

リク ラ ジ ド，グ ル ベ ン ク ラ ミ ド，ナ テ グ リニ ド，メ トホ

ル ミ ン
，

ブ ホ ル ミ ン ，ボ グ リボース ，ア カ ル ボース お よ

び ピオ グ リタ ゾ ン ）は和光純薬工 業  か ら購入 した．そ

の 他の 試薬 は市販 の 特級 品 を用 い た．

2，血 糖降下性成分 の探索

　「呈 首牌莽蔦腋嚢」1cap を開封 し，その 内容物 （粉末）

に メ タ ノ ール 10mL を 加 えて 攪拌 し， 1夜放置後 に 綿栓

ろ過 した．濾液を減圧乾燥後 ， 残漬を メ タ ノ
ー

ル に溶解

して 順相 と逆相 の 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（TLC ）お よ び

高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー（HPLC ）を行 い ，血糖降 1・

．

性物質標準品 の Rf 値お よ び保持時問 と比 較 した．

　順相系 TLC の 固定相 に は シ リ カ ゲ ル プ レ
ー

トお よ び

表 1，入 院時に お ける か か りつ け医か らの 処方

Rp，1 ）グ リメ ピ リド　　　　　　2mg ，分 2，朝 ・夕

　　 2 ＞ カ ン デ サ ル タ ン シ レ キ セ チル 　4mg

　　　　ベ シ ル 酸 ア ム ロ ジ ピ ン 　 　　 5mg

　　　　ア ス ピ リン 　 　 　 　 　 100mg ， 分 1
， 朝

　　 3 ） ロ キ ソ プ ロ フ ェ ン Na 　 　 120　mg

　　　　塩 酸工 ペ リゾ ン 　　　　　 100mg
， 分 2

， 朝 ・夕

　　4 ） オ メ プ ラ ゾー
ル 　　　 　 20mg ，分 1，就寝前

処方 目 ： 2005 年 3 月
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療 薬 学 Vo1．32，No．5 （2006） 409

表 2．主 な人 院時検 査値

検査項 目 測 定値 正 常値

1．血 液学 的検査

WBCRBCHbHtPitCRP2

．免疫血 清検査

HBs 抗原

HCV 抗 体

3．血 液生化 学的 検査

TPAIbT

−BilASTALTLDHALP

γ
一GTP

イン ス リン

HbAlcBUNScrNaKCLT

−CHOLLDL
−CHOL

TGTSHFree

　T4Free

　T3

ア ドレナ リン

ノル ア ドレ ナリン

ドーパミン

コ ル チ ゾール

［／μ 凵

［× 104／μ L］

［g／dL］

［％ ］

［x104 ／μL］

［mg ／dL］

［9／dL］

［g／d凵

［mg ／dL］

［lu／凵

［lu／凵

［IU／L］

［IU／L］

［lU／L］

［μ U／mL ］

［％ ］

［mg ／dL］

［mg ／dL］

［mmon ／L］

［mmon ／L］

［mmon ／L］

［mg ／dL］

［mg ／d凵

［mg ／d凵

匚μIU／m 」］

［ng ／dL］

［P9／m 凵

［ng ／m 凵

［ng ／m 凵

［ng ／mL ］

［μ 9／dL］

　 　 　 12700

　 　 　 　 385

　 　 　 　 11．1

　 　 　 　 33．2

　 　 　 　 18，6

検 出限 界 以 下

性

性

陰

陰

騎

・。

鷺

鶸

鬻

罷

鋸

罵
 

溜
92

驪
…

膿
…

19．4

　 3900v ・9800

　 　 425い571

　 13．4v17 ．6

　 39．6い52．0

　 12．7鴇35．6

検 出 限界以 下

性

性

陰

陰

　 6．7“・8．3

　 4．Ov5 ，0

　 0．3− 1．2

　 13v33

　 　 6v30

119v229

115 い359

　 10v47

　 10 以下

　 4．3v5 ．8

　 　 8い22

　 0，6い1．1

138v146

　 3．6い4，9

　 99mlO9128

“219

　 70e139

　 35th　149

0．35v −4．94

0．70“1．48

1．71− 3．71

0．17 以 下

0．15−・O．57

0．03 以 下

4．Ov18 ．3

移動相 に は ク ロ ロ ホ ル ム ttメ タ ノ
ー

ル 混液（10 ： 1＞を使

用 し，逆相系 で は それ ぞれ Cl8 プ レ
ー

トお よ びメ タ ノ ー

ル 「「水 〆酢酸 混液 （80 ：20 ： 1）を用 い た ．血糖降下 性成 分

の 検出 は 紫外線 （254nm）照射 な らび に ニ ン ヒ ド リ ン 試薬

または 10％硫酸を噴霧 して 加熱す る こ とで 行 っ た，

　HPLC の 固定 相 に は Develosil　 NOMURA 　 CHEMICAL

C−30−UG − 5 カ ラ ム （内径4，6mm × 長 さ250mm ，野 村化

学  製）を室温で 使用 し た，移 動相 に は メ タ ノ
ー

ル 〆水〆

酢酸 混液（75 ：25 ： 1）を0．7mL ’
min の 流 速 で 用 い た．

検 出 器 は UV −8020TOSOH （東 ソ ー  製 〉を 用 い ，254nm

に お け る 吸光度 を測定 し た．試料の 注 入量 は 10μ L と し

た．

3． 血糖降下性成分 の 同定

　「至首牌莽蔦肢嚢」 60capの 内容物 に メ タ ノ
ー

ル 500mL

を加えて 混和 し， 1 夜放置後 に 綿栓 ろ 過 し た．減圧 乾燥

N 工工
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轢
間

鑼
爛

齣

幽

伽

…

806040200

♂

　

　

　

コ
コ

＼口DE
］
回甲
驪
日「

図 L 症例 の 血糖値 の 推 移

2．血 糖降下 性成 分 の 探 索 と同 定

　「
．
呈 首牌莽蔑 肢嚢」の メ タ ノ

ー
ル 抽出液 と グ リベ ン ク

ラ ミ ド標 準溶液 の HPLC ク ロ マ 1・グ ラ ム を 図 3 に 示

す，グ リベ ン クラ ミ ドの 構造式 お よ び「呈 首牌莽莨腋嚢」

メ タ ノール 抽出 物 の NMR 主 要 シ グ ナ ル を，そ れ ぞ れ 図

4お よ び表 3 に示す．

　 メ タ ノ
ー

ル 抽 出 液か ら検出 さ れ た 未知物質は順相な ら

び に逆相 TLC の Rf値 が と も に 約0．5，　 HPLC の 保 持時

間が 13．9分で あっ た，こ れ ら の データは グ リベ ン クラ ミ

ド標準品の 値 と一一．・
致 し た．ま た，未知物質 の

iH −NMR お

よ び
．
℃ −NMR ス ペ ク トル も グ リベ ン ク ラ ミ ド標準 品 と

一
致 した．こ れ らの こ とか ら メ タ ノ

ー
ル 抽出液中の 未知

物質は グ リベ ン ク ラ ミ ドと同定 され た．

後，残渣 をク ロ ロ ホ ル ム に 溶解 し，シ リ カ ゲ ル カ ラ ム に

付 した．移動相 に は ク ロ ロ ホ ル ム ttメ タ ノ
ー

ル を20 ：1

溶液 1L お よ び 10 ： 1 溶液 lL の 順 に 用 い た，カ ラ ム か

らの 流出液 を 15mL ずつ に分取 し，各フ ラ ク シ ョ ン に つ

い て TLC を行 い ，未知物質が検出 され た画分（39〜49本

目）を 1口1収 した．こ れ を減圧乾燥 し，核磁気共鳴〔NMR ）

ス ペ ク トル 測定用試料 と し た ．試料 か ら得 ら れ た
亅H −

NMR （500MHz ）お よ び
3C −NMR （125MHz）ス ペ ク ト ル を

血糖降下 性物質標準品 と比較 した，

　 NMR は JEOL 　JNM −A5000 ス ペ ク トロ メ
ーター

（目本 電

了
・
  製）を用 い ，試料・を重 ク ロ ロ ホ ル ム に 溶解 し，te−

tramethylsi】ane を内重票準物質 と して 測定 した．

3． 血糖降下性成分 の 定量

　グ リ ベ ン ク ラ ミ ド標準溶液 を1．25−− 5mg 〆mL の 濃度

範 囲 で 3段 階 に 希釈 調 製 し，検量線 を作成 した．そ の 結

果，回 帰 直 線 は y
＝4．9x× 10L1 ．／× 10i（相 関 係 数

0．999，x ：グ リベ ン ク ラ ミ ド濃度，　 y ：グ リ ベ ン ク ラ ミ

ドの ピーク 面積）と な り，ほ ぼ 原 点を 通 る 直線 を示 し

た．こ の 検量線を用 い た 「呈 首牌莽黄肢嚢」中 グ 1）ベ ン

ク ラ ミ ドの 定量結果 を 表 4 に示 す．本健康食品 1cap当

た りの グ リベ ン ク ラ ミ ド含量 は約2．6mg で あっ た。

4．　 血糖降下性成分の 定量

　「畢 首牌莽蔦肢嚢」 を 任意 に 3 α Ψ 選び，そ れ ぞ れ に

つ い て 上 述 し た方法で メ タ ノ
ー

ル 抽 出 を行 い ，HPLC を

用 い て 絶対検量線法で 血糖降下 性成分 の 定量 を行 っ た．

察考

　中国で は 医薬品 と健康食品 の 区別 が 曖昧 で
， 健康食品

で も薬効 を明 示で きる よ うで あ る ．「呈 首牌莽莨狡嚢」

の 製 品 説明書 に も血糖調節 を保健功能 とす る こ とが 記載

結 果

1． 「墨首牌莽民肢嚢」製品説明書 の 記載事項

　「至 首 牌 莽 英 駮嚢」 の 製品説明書 を 図 2 に 示 す．本健

康食品の 主要原 料は 莽麦，黄萇 ，
五 味子等 で ，有効 成 分

は rutin 等 の フ ラ ボ ン類お よ び 人参 サ ポ ニ ン 等 の サ ポ ニ

ン 類 と 記 載 さ れ て い る ．「保健功能」 は 血糖調節，食用

方法 は 「1 回 2 粒 ，
1 目 3 回」，本 品 は 医 薬 晶 の 代 替品

に なり得ない と記載 さ れ て い る．ま た，製品説明書 は，

中国語 と 英語 で 書か れ て い る，
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呈 首 牌 募 荏 肢 嚢 F 品 説 明 噛

　　 本 品 是 以芥 麦、黄 芭 、山 植 、葛 根 、女 貞 子 、五 味 子 力 主 要 原

料 制 成 的 保 健 食 品，経 功 能 試 強 証 明 ， 具 有 凋 贅血 糖 的保 健 功 能。

【主 要 原 料 】 非 麦 、黄 蔑 、山 檀 、葛 根 、女 貞 子 、五 味 子

【功 效成 价及 含量 】毎 100g 含 ： 慈黄 酳 （以芦 丁 汁 ）880mg 、慈 宅 玳 （以

人参 宅玳 Re汁 ） 1020mg

【保健 功 能 】 凋 芍 血 糖

【這 宜人 群】 血 糖 偏 高 者

【不 這 宜 人 群 1 低 血 糖 者 及 少 年 儿 童

【食 用 方 法及 食 用 量 】 毎 日 3次 ，毎次 2粒
’
【規 格 】0．49 ／ 粒

【保 貭 期 】 24 个 月

【肥 藏 方 法 】豊 関 掠 干 燥 赴

【注 意 事項 1本 品 不 能代 替葯 物

匸Key 　lngredient］Buckwheat ，astragalus 　toet（Radix 　Astragali　seu 　Hedysari），
hawlhom 　fruit（Fructus　Crataegi），pue 旧 ria　root（Radb （ Puerariae），glossy　privet

fruit（Fruc 虹亅s　Ligustri　Lucidi＞and 　schisandra 　fruit（Fructus　Schisandrae）．
1匚価 cienoy 　Ingred蕁e 叮量and 　content エEach　100g 　corltajns ；880mg 　of 重otaI

flavone〔based 　orl　rutin＞and 　1．020mg 　of　totaF　saponin （based 　on 　ginseng
saponin 　Re ）

lHealthcare「目 nction 】Regulation　of　blood　sugar

【intended 　popula量ion］Those 　whose 　blood　sugar 　is　o 冂 the　high　sid θ

【Unlntended 　population】Those 　whQse 　blo◎d　sugar 　is　bw 　and 　children

［Diret　tion　and 　dosel　Thre θ　times　da聾y 　and 　two　caps 団es 　each 　time

lSpeclflcatio卩 e10 ．49！capsule

lShe旧 ifel　24 　months

【Sterage】Place　in　a 　dry　and 　cool 　p「ace 　out 　of　reach 　ot　sunlight

［P爬 ¢ autionl 　ThiS　produce　cannOt 　repEaCe 　medicineS ．
Address ：Beijing　Jichuntang 　Medical　and 　Hea 腰h　PrQduct 　Factory

図 2．「条 自牌 莽篤腋 嚢」 製 品説 明書

（A ）

グ リベ ン ク ラ ミ ド標 準溶液

　 　 　 （B ）

「呈首牌 莽莨 肢嚢 」 メ タノ
ール 抽 出液

　　　　　，1．一 　一一一rT−一一一一．一．

0　　　　10　　　　 20　　　　 30

L 一
　 　 　 　 保 持時 間［分］

馬」L 甲琳 一「一一一人

0　 　 　　 10　　 　　 20 　　 　 30

一
　 　 　 　 保持 時 間［分 亅

図 3．グ リ ベ ン ク ラ ミ ド標準溶液お よ び ［斈 首牌莽茂 腋 嚢」

　 　 メ タ ノ ール 抽 出液 の HPLC ク ロ マ トグ ラ ム
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図 4．グ リベ ン クラ ミ ド構造 式

表 3．「呈 首牌莽莨 皎嚢」 メ タ ノ ー
ル 抽 出物 の NMR 主要 シ グナ ル

m ： 多重線、s ： 単
一
線、　 d ： 二 重線、　 t ：三 重線、　 br ： ブ ロ

ード

」 ：結 合 定数

表 4．「至 首牌 莽民 腋嚢」 中の グ リベ ン ク ラ ミ ド含量

試料 No ． グ リベ ン ク ラ ミ ド含 量 ［mgfCap ］

123 2．313

．032

．38

平均 値± 標準偏差 2．57 ゴ：0．40

され て い る．また，本健康食品 に は 血．糖低 ド作用 の あ る

莽麦，黄莨，五 味子 お よ び 人参が 配 合 さ れ て い る．一

方，本健康食 品 か ら検 出 され た グ リベ ン ク ラ ミ ドは 完全

化学合成品で あ り，配合生 薬 の 作用増 強 の た め に 添加 さ

れ た と考え ら れ る．こ れ まで に報告 され て い る 中国産健

康 食 品 へ の グ リベ ン ク ラ ミ ドの 配 合量 は O．　25〜O．　3mg 〆

粒で あ り
4・　F’／

，「丕 首牌莽莨腋嚢」中の 含量 は こ れ らの 約

10倍 に相当す る．

　福 岡 大学筑紫病院 に 搬送 さ れ た 時点で ，症 例 は 「至 首

牌莽茂肢嚢」 を 1 日 当た り6cap 食 し て い た こ とか ら，

グ リベ ン ク ラ ミ ドの 1 冂摂取量 は 約15．6mg と推定 され

る ．こ れ は わ が 国の グ リ ベ ン ク ラ ミ ドの 保険承認用 量 の

ト限 （10mg 〆［）を超 え て い る．一・方 ，か か りつ け 医 か ら

処方 され た カ ン デ サ ル タ ン シ レキ セ チ ル お よび ロ キ ソ プ

ロ フ ェ ン Na は 血．糖 降 ド剤 の 作用 を増強す る．こ れ らの

こ とか ら 本症 例 の 低 「〔IL糖 は，併 用 薬 に よ り作 用 が 増 強 さ

れ た グ リ メ ピ リ ドに加えて ，血 糖降
一
ト作 用 を有す る 生 薬

と高用 量 の グ リベ ン ク ラ ミ ドが 配合 された健康食品を摂

取 した こ と に よ る と考え られ る ．

　本症 例 は 摂 取開 始 目 に 「呈 首牌莽萇肢嚢」 を12cap食

し た こ とか ら，約31mg の グ リベ ン ク ラ ミ ドを 摂取 した

こ と に な る ，症例 は 摂取開始 日に 気分不良 と な り，減 量

し た 2 凵 目以 降も食欲不振 が 生 じ て い た こ と か ら，「−

首牌莽莨腋嚢亅に よる健康被害 は 早期か ら発牛 して い た

と 考え ら れ る ，しか しな が ら，症例 は体調 不 良を健康被

害 と気づ か ず に 「斈 首牌莽蕉 腋嚢」 の 摂 取 を続 け た と思

わ れ る．こ の よ うに 健康食品 に も有害作用 が ある こ とを

認識 して い る 患者は 少 ない ようで あ る． ・
方，症例の 「至

首牌莽蔦 腋 嚢 」食 用 方 法 は，摂 取 開 始 日お よ び 2UH 以

降の い ず れ にお い て も製 品説明 書の 記載内容から逸脱し

て い る，こ の 健康食品の 製品説明書 は 中国語 お よび 英語

で 書 か れ て お り，症例 は 食用 方法 に つ い て の 理解 が 不十

分 で あ っ た と思われ る．外国製健康食品の 製品説明書 を

読解で きない 消費者 にお い て 健康被害 の リス ク は さ ら に

高まる と予 想 さ れ る ．こ れ らの こ とか ら薬剤師は今後，

よ り
一

層 の 注意を払 っ て ，薬学的管理 を行 う必要が あ る
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と考え られ る．すな わ ち患者面談の 際 に は，健康食品 の

摂取の 有無 に つ い て も 聞 き取 りを行 い ，食用方法 を確認

し
， 健康被害 や 併用薬 の 作用増強 が 予測 さ れ る 場合 に

は，こ れ らの 初期症状 につ い て 情報提供 を行 い ，障害が

軽度 な うち に 患 者が 自ら異変 に 気づ き，受診 で きる よ う

に 指導して お くこ とが 重 要 で あ る．
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